
大 手 前 大 学 論 集 第16号(2015)pp.21-35

ゼバス テ ィア ン ・プ ラ ン ト 『阿呆船』

"Vongytikeit"(「 貧欲 の こ と」)に 関す る語学 的考察

大 島 浩 英

要 旨

アルザスの人文主義の詩人ゼバスティア ン ・プラントによって1494年 に出版された

風刺詩集DasNarrenschiff(『 阿呆船」)に は、当時の社会を象徴するような様 々な愚

か者が登場する。 これ らの愚者たちが繰 り広げる愚行を、中世キリス ト教的な倫理規

範 に基づいて厳 しく戒めるためにプラントはこの詩集を書 き、その批判は腐敗 したキ

リス ト教会自身にも向け られた。そのためこの書物 は出版当初か ら多 くの民衆に支持

され、また印刷技術の普及 も影響 して大ベス トセ ラーになった と言われている。本稿

では、この詩集に収め られた 「貧欲(Geiz)」 をテーマにした詩 。Vongytikeit"を 対

象 に考察 を行った。

語学的には、格変化語尾の脱落、二重母音化する以前の語形、不定関係代名詞 とし

てのderとwerの 併存、平叙文および副文 における定動詞配置の不安定 さ、強変化

動詞の3人 称単数現在形 において地域差 によ り幹母音 にウムラウ トが起 こらない現

象、3人 称変化語尾tに 関するEkthlipsis、 二重否定 による否定の強調 などが見 られ、

現代語 とは異なる点、あるいは接近 している点などが この初期新高地 ドイツ語のテキ

ス トにおいて確認 された。

キ ー ワ ー ド 初期新高地 ドイツ語、ゼバスティアン ・プラン ト、阿呆船、風刺文学、

アルザス、 ドイッ語学

はじめに

本稿では、アルザスの人文主義者で詩人 のゼバステ ィアン ・プラン トが1494年 に

バ ーゼルで出版 した風刺詩集DasNarrenschiff(『 阿呆船』)を 資料 として取 り上げ、
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そこに記述 された初期新高地 ドイツ語の詩の表現について語学的な考察 を行った。当

時の社会のあらゆる層で見 られた多 くの愚かな行為。 これ らの愚行を行 う阿呆たちを

満載 した阿呆船(愚 者の船)が 「阿呆国」(Narragonien)を めざす、 とい うのが こ

の詩集の設定である。その中でプラン トは、それ らの愚行に対 して痛烈な批判 を行 っ

ているが、その際に判断の規準 としたのは、中世 ヨーロ ッパのキリス ト教(カ トリッ

ク)的 倫理観であった。そ してその批判は腐敗 した教会 自身にも及んだが、プラン ト

に よ る 様々 な批 判 は、根 底 に お い て 中 世 キ リス ト教 世 界 で の 七 つ の 大 罪

(Hauptsunden)に 集約 される。そこで本稿では 「高慢(Hochmut)」 、「貧欲(Geiz)」 、

「大 食(V611erei)」 、「肉 欲(Wollust)」 、「嫉 妬(Neid)」 、「憤 怒(Zorn)」 、「怠 惰

(Tragheit)」 の罪源のうち、「貧欲(Geiz)」 を題材に した詩 。Vongytikeit"を 対象に、

語学的分析 を行 うことにする。

なお、この詩は基本的に二行一組で脚韻 を踏 む形式(Paarreim)で 書かれているが、

以下の和訳では韻律 に関係な くできるだけ逐語訳 を行い、 また原文には5行 ごとに行

数 を付 した。

使 用 テ キ ス ト

原 文:

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Studienausgabe.Hrsg.vonJoachimKnape.

Stuttgart2005.(ReclamsUniversal-BibliothekNr.18333)S.118-120.

現 代 語 訳:

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Ubtrg.vonH.A.Junghans.Hrsg.,Anm.u.

Nachw.:Mahl,Hans-Joachim.Stuttgart1964.BibliographischerganzteAusgabe1992.

(Universal-BibliothekNr.899)S.18-20.

上 記 お よ び 次 の 各 テ キ ス トに 付 さ れ た 注 釈 を 適 宜 参 考 に し た 。

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonFelixBobertag.Berlinu.Stuttgart1889.

(DeutscheNational-Litteratur.Hg.vonJosephKerschner,Bd.16)S.14-16.

Zarncke,Friedrich:SebastianBrantsNarrenschiff.Leipzig1854.(Hildesheim1961)

S.305-306.

略 語:mhd.中(世)高(地)ド イ ツ 語 、frnhd.初 期 新 高(地)ド イ ツ 語 、

nhd.新 高(地)ド イ ッ 語

本 文 中 のJunghans、Bobertag、Zarnckeに 関 す る 記 述 は 、 す べ て 上 記 の 文 献 か ら の

引 用 で あ る 。
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1

原文
む

Wersetztsinlustvffzyttlichgut

む む
Vnddarjnnsuchtsinfreydvndmut

Deristeynparrjnnlibvndblut

世 俗 の 財 産 の 上 へ 己 の 欲 を 置 き

そ の 中 に喜 び と悦 楽 を探 し求 め る 者

そ の よ う な 者 は 生 身 の 阿 呆 者

[3](題 詩)現 代 語 訳

WersetztdieLustinzeitlichGut,

SuchtdarinFreudandgutenMut,

DeristeinNarrmitFleischandBlut.

題詩1行 目のlust「 喜び」(4格)はMhd.で は男性、女性両方の性 を持 ち、これ
ユ　

が16～17世 紀 の 上 部 ドイ ツ語 で は 主 に 男 性 名 詞 と し て用 い られ て い た が 、 現 代 語 で は

女 性 名 詞 と し て 定 着 して い る。 こ の よ う にlustの 性 の 区 別 が 不 安 定 な こ と に 加 え て 、

そ の 前 に 置 か れ た 所 有 代 名 詞sin(ニnhd.sein)の 語 尾 に 一enあ る い は 一eな どの 格 変

化 語 尾 が な く無 語 尾 で使 用 さ れ て い る た め 、lustの 性 を 明 確 に 特 定 す る こ と は 困 難 で

あ る 。 ま た こ れ に 続 くvffはMhd.のvfに 対 応 し、nhd.aufの よ う に 二 重 母 音 化 が ま

だ 行 わ れ て い な い 。 こ のvffに よ る 前 置 詞 句 は 方 向 を 表 す4格 と考 え ら れ る が 、 形 容

詞zyttlich(<mhd.zitlich→nhd.zeitlich「 世 俗 の 」)に 語 尾 が 付 加 さ れ て お らず 、

格 表 示 が 不 明 瞭 で あ る 。 前 述 のsinと 同 様 に2行 目 のsinfreydvndm&tで も、 所 有

代 名 詞sinに 複 数4格 の 語 尾 が 付 加 され て お らず 無 語 尾 の 用 法 が み られ る が 、 こ れ ら

は 韻 律 と の 関 係 に よ る もの と も考 え ら れ る 。 こ の 行 のfreydはNhd.で はFreudeと

な り、eyか らeuへ の 母 音 変 化 が 起 こ る 。 そ して 次 のm&tに つ い て 、Bobertagで は

これ をStimmung「 気 分 」 の 意 味 と し、 こ こ で はgute,froheStimmung「 上 機 嫌 」 と

解 す る 説 明 を加 え て い る 。 従 っ てmutに は 、 本 来 か ら そ の 語 自 身 にgut「 良 い 」 と

い うpositivな 意 味 合 い が 含 ま れ て い る こ と が 推 測 さ れ る。 こ のmutに 関 し て

Zarnckeで は、gutermut=schmaus「 ご ち そ う、 宴 会 」 と い う 意 味 も指 摘 され て お

り、 こ こ で は 「美 食 」 に 溺 れ る愚 を述 べ た もの とす る解 釈 も考 え られ る 。

ま たZarnckeは 次 行 のjnnlibvndblutに 対 し てinfleischandblutと い う注 釈 を加

え 、 さ ら にJunghans/MahlもmitFleischundBlutの よ う に 現 代 語 訳 し て い る 。

Nhd.でLeibと 二 重 母 音 化 す る 以 前 の 語 形 を と どめ たlibは 、LeibundSeele「 肉体 と

霊 」 とい う対 応 で 用 い ら れ るLeibで は な く、FleischundBlut「 血 の 通 っ た 生 身 の 肉

体 」 とい う具 体 的 な 人 間 の 意 味 と し て こ こで は 用 い られ て い る 。 さ ら にBobertagは

mitHaut(皮 膚)undHaar(髪)「 す っ か り、丸 ご と」 と 説 明 し、正 真 正 銘 のnarr「 阿

呆 者 」 で あ る こ と を 強 調 して い る。 こ の 題 詩 は3行 と もgut、mut、blutで 脚 韻 を 踏
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ん で い る 。

皿

Vongytikeit.

貧 欲 に つ い て

VonHabsucht

題 名 のgytikeitと い う語 で は 、 形 容 詞 を名 詞 化 す る 機 能 を 持 つ 一keitが 語 尾 に 付 加

さ れ て い る が 、yがeiに 二 重 母 音 化 さ れ たNhd.の 形 容 詞geizig「 貧 欲 な」 に は こ の

語 尾 は 付 加 さ れ ず 、*Geizigkeitで は な くGeizがgeizigの 名 詞 形 と して 現 代 語 で は 用

い られ る。 こ の 語 が 現 代 語 訳 で はHabsucht(=Habgier「 強 欲 、 所 有 欲 」)と い う別

の 語 に 置 き換 え ら れ て い る 。

DeristeynnarrdersamletgutDeristeinNarr,wersammeltGut

VndhatdarbykeynfrydnochmutUndhatnichtFreudnochfrohenMut

財 宝 を か き 集 め る 者 は 阿 呆 者

そ れ で い て そ の 際 、 喜 び も せ ず 上 機 嫌 で も な く

こ こ で はdersamletg&tのderが 不 定 関 係 代 名 詞werと し て も用 い られ 、derが

関 係 詞 と し て の 包 括 的 な 機 能 を担 っ て い る こ とが わ か る 。 この 用 法 と 同様 の 表 現 が 題

詩 の 冒 頭 行 。Wersetztsinlustvffzyttlichgut"に も見 ら れ 、 こ こ で は現 代 語 と同 様

にwerに 導 か れ る 関 係 文 が 先 に 置 か れ て い る が 、 こ れ に対 して1行 目の 文 で は 、 不

定 関 係 代 名 詞 と し て 用 い られ たderを 受 け る 指 示 代 名 詞derが 先 に 文 頭 に 置 か れ て

い る た め 、 強 意 的 構 文 に 近 い もの と も考 え られ る 。

音 韻 面 に 関 して は 、samletがnhd.sammeltと な り、 省 略 さ れ る 母 音eの 位 置 が 移

動 し て お り、 こ れ は33行 目 のsamletに も見 ら れ る 。 ま たg&tの&が 二 重 母 音 か ら

Nhd.で はuと 単 母 音 化 す る 。2行 目のdarbyはNhd.で はdabeiと1語 で 表 記 さ れ 、

byがbeiと 二 重 母 音 化 さ れ る が 、 原 文 で は2語 に 分 け て 書 か れ て お り、 こ れ は 題 詩

2行 目 のdarjniに も見 られ る 。 こ れ らに つ い て はNhd.へ の 移 行 に お い て 、 語 の 結

合 か ら語 形 成 へ の 変 化 が 認 め られ る 。

keynfrydnochm&tで は 、 現 代 語 訳 に お い てnichtFreudnochfrohenMutと な り、

keyn～noch～ がnicht～noch～ と して 、keyn(ニnhd.kein)とnichtの 用 法 に ず

れ が 見 られ る 。 ま た こ こ で 用 い ら れ て い るfrydと い う 語 形 は 、 単 母 音yがNhd.で

euへ と 二 重 母 音 化 し たFreude「 喜 び 」 に 対 応 す る も の だ が 、 こ のfrydに 対 し て
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ZarnckeはDruckfehler(誤 植)の 可 能 性 を 指 摘 し て お り、 さ ら に こ れ に 関 連 し て

frad,freud,frewdと い う語 形 に つ い て も言 及 して い る 。

1行 目、2行 目 と も に 関 係 文 内 で の 定 動 詞 後 置 は 韻 律 の 関 係 か ら か 行 わ れ て お ら

ず 、gut、m&tで 脚 韻 を 踏 ん で い る 。

Vndweyl3nitwemersolchesspartUndweil3nicht,wemersolchesspart,

SoerzumfinstrenkellerfartWennerzumfinsternKellerfahrt.[sic]

誰 の た め に そ の 富 を 蓄 え る の か も わ か ら な い

暗 い 地 下 の 穴 蔵 へ 行 っ て し ま う の に

3行 目の文 は、1行 目で不定関係代名詞 として用い られているderに 導かれた関

係文の内容 と考 え られ、solchesはgutを 受ける指示代名詞であ る。 この文 のspart

に関してZarnckeは 、。Dersamletspartseimandrenman."「(財 貨を)集 める者は、

他人のために蓄えている」 とい う古いことわざを注釈 として加えている。

4行 目のsoは 「条件(も し～ならば)」 を表す従属接続詞だが、この場合は1行 目

か らの意味的関連か ら、条件の意味に加えてさらに認容文 としての意味合 いも想定で

きるように思 われる。 またこの副文章では、定動詞fartが 文末 に置かれて定形後置

が行 われてお り、現代語の語順へ と移行す る一段 階にあると考え られる。 さてこの

fartはmhd.varn,varenに 対応 し、3人 称単数のerが 主語の場合 はmhd.vert,veret

(=nhd.fahrt)の ように幹母音が変音するはずだが、 ここではその現象は起こってい
2)

な い 。Frnhd.で は こ の よ う な 場 合 「上 部 ドイ ツ で は ウ ム ラ ウ トし な い 傾 向 が 強 い 」

た め 、 こ こ で は 変 音 しな か っ たfartと3行 目末 のspartと で 脚 韻 を踏 む こ と が 可 能 と

な っ て い る。 な お 現 代 語 訳 で も 、 文 末 で の 押 韻 の た めfahrtと し て ウ ム ラ ウ ト して い

な い 語 形 が 表 記 さ れ て い る。 ま た 、1行 目 のfrnhd.samlet→nhd.sammeltの よ う

に 、 こ こで もfrnhd.finstren→nhd.finsternと な り、省 略 さ れ るe音 の 位 置 がFrnhd.

とNhd.と で 異 な っ て い る 。

Bobertagで はkeller「 地 下 室 」 をGrab「 墓 」 と解 釈 し、 こ こ にinsGrab「 墓 の 中 へ 」

とい う説 明 を加 え 「死 」 を 暗 示 し て い る 。

Vylnarrechteristderverdut

Mitiippykeitvndlichtemmut

浪 費 す る の は ます ます も っ て 大 ば か 者

傲 慢 に 、 そ して い い 気 に な っ て

5 Eingrol3rerNarrist,wervertut

MitUppigkeitandleichtemMut
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5行 目 のderは1行 目 と同 様 に 不 定 関 係 代 名 詞werと し て 用 い ら れ て お り、 題 詩

で は 不 定 関 係 代 名 詞 と し て のwerと い う語 も現 れ て い る た め 、 こ こ で は 同 じ機 能 を

持 つ 両 方 の 語 が 競 合 して い る こ とが 分 か る 。 また 、verdutに お い て はnhd.vertutと

な る よ う に 、 有 声 閉 鎖 音dか ら無 声 音tへ 、 二 重 母 音 ゜uから単 母 音uへ の 変 化 が 見

ら れ る 。vylnarrechterで は 、mhd.narrehtが 比 較 級 で 用 い ら れ て い る 。mhd.

narrehtは 、narrに 語 の 概 念 を 強 調 す るehtが 結 合 し た 形 容 詞 だ が 、 こ れ はmhd.

toreht(=nhd.t6richt)「 愚 か な 」 に も見 られ る 語 形 で あ る 。

6行 目 のuppykeitはmhd.uppecheit,uppekeitに 対 応 す る も の だ が 、e→yへ の

母 音 変 化 が 見 ら れ 、nhd.Uppigkeitの 語 形 へ と 接 近 し て い る こ と が わ か る。 ま た

lichtemで はnhd.leichtの よ う に 二 重 母 音 化 す る 前 の 長 母 音iが 現 れ て い る。 な お こ

の 行 で も、mutが 題 詩 の 場 合 と 同 様 にStimmung「 気 分 」 の 意 味 で 用 い ら れ て い る 。

5行 目、6行 目 はverdutとmutで 脚 韻 を 踏 む 。

Dassojmgothatgebenheyn

Darjnnerschaffneristallein

神 が 阿 呆 に 恵 ん だ もの(財 宝)を

そ れ は 神 の み が 自 由 に で き る もの

Das,wasihmGottgabalsdasSeine,

DarinerSchaffneristalleine,

7行 目で は 、 文 頭 のdasを 指 示 代 名 詞 、 そ れ に 続 くsoを 定 関 係 代 名 詞 と し て 、das

soで 不 定 関 係 代 名 詞wasの 意 味 が 表 現 さ れ て い る よ う に 思 わ れ 、 この 関 係 詞 節 が5

行 目verdut「 浪 費 す る」 の 目 的 語 に な っ て い る と 考 え られ る 。 行 末 のheynはnhd.

Heimに 対 応 し、Bobertagに よ れ ばanheimgegeben、ubergebenと い う 説 明 が な さ

れ て い る こ と か ら 、「神 が そ の 阿 呆 者 に(判 断 を)ゆ だ ね た もの 」 とい う解 釈 が で き る 。

さ ら に こ のheynに つ い て は 、Zarnckeが 。gut,vermogen"「 財 産 」 と い う 説 明 を 加

え て い る 。 従 っ て こ の 行 は 、 「神 が 阿 呆 者 に 使 い 道 を ゆ だ ね た 財 産 」 と い う意 味 に 読

め る の で は な い だ ろ う か 。 ま た 、 こ こ で は 過 去 分 詞 と して のgebenにge一 が 付 加 さ

れ な い 状 態 で用 い られ て い る が 、gebenは 本 来 か ら完 了 相 の 意 味 を持 つ 動 詞 で あ る た

の

め 、 完 了 を表 す 接 頭 辞ge一 を さ ら に 付 加 す る 必 要 性 が な か っ た も の と思 わ れ る。

8行 目 のschaffnerに つ い て はKnapeに よ っ てVerfiigungsberechtigter「 処 分 権

を持 つ 者 」 と い う注 釈 が 加 え られ て お り、 ま たJunghans/MahlもVerwalter「 管 理

者 」 とい う説 明 を して い る こ とか ら、 阿 呆 者 に 与 え られ た財 宝 が 、 神 に よ っ て の み 支

配 さ れ る もの で あ る こ とが わ か る 。 な お 、 こ こで もdarと 前 置 詞jnnが 分 か ち 書 き さ

れ て1語 に は な っ て お らず 、 独 立 した 語 の 組 み 合 わ せ と して 記 述 さ れ て い る 。 こ れ ら

2行 はheyn、alleinで 脚 韻 を 踏 む 。
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Vnddarvmbrechnunggebenmul3

Diemegiltdaneinhandvndf&B10

そ れ 故 に(神 は)清 算 を求 め る に 違 い な い

そ の 精 算 額 は 片 手 、 片 足 以 上 の 価 値 が あ る

WovonerRechnunggebenmul3,

DiemehreinstgiltalsHandandFula.

8行 目と同様 に9行 目で もdarvmbが 分けて記述 されてお り、前置詞 との融合形

がまだ定着 していない。ここでは定動詞mul3が 後置 されてお り、副文章内での語順

が整え られていることか ら、8行 目のdarjnn、 あるいは9行 目に主語のerが 省略さ

れている とすればdarvmbが 関係代名詞 として機能 し、関係文を形成 している よう

に思われる。

10行 目のdieは 関係代名詞 として9行 目のrechnungを 受 けている。その関係文の

中ではme(ニnhd.mehr)～dan(ニnhd.als)～ の形式で比較表現が使 われてお り、

ここで は新 しいalsで はな く古い用法のdann(denn)が 「～ よ りも」 とい う意味で

用 い られている。このdennは 現代語で も、alsと の重複 を避 けるために使用 される

語 である。そ して 。einhandvndful3"と い う表現 については、Junghans/Mahlが

「手足切断刑 の暗示」 という注釈を加 え、 さらにZarnckeは 「通常右手 と左足の切断

は現実に行 われた刑罰である」 とも説明 してお り、この詩が書かれた時代背景が垣 間

見 られる。ここではm&Bとfu13で 脚韻 を踏んでいる。

Einparrverlal3tsinfrundenvil

Sinselernitversorgenwil

阿 呆 は 親 し い 人 々 に 多 くの もの を遺 し

己 が 魂 の こ と な ど気 に もせ ず

皿

EinNarrlal3tseinenFreundenviel,

DieSeeleernichtversorgenwill;

11行 目 のfrundenはmhd.friuntの 複 数 形friundeが3格 で 用 い ら れ た もの と思 わ
4)

れ 、vruntの 形 も 中 部 ド イ ツ で は 見 ら れ た 。 な おiuはmhd.liute→nhd.Leute

「人 々」 の よ う に 二 重 母 音 化 す る た め 、mhd.friuntもnhd.Freundへ と変 化 す る。 そ

し て こ こ で はfrundenが3格 で 入 っ て い る た め 、 定 動 詞verlal3tはvielを4格 目的 語

に と っ て 「～ に ～ を 残 す 」 と い う意 味 で 用 い ら れ て い る も の と考 え ら れ る 。 な お 、

Nhd.の 所 有 代 名 詞seinに 対 応 す るsinに は 格 変 化 語 尾 が 付 加 さ れ ず 無 語 尾 で 使 用 さ

れ て い る。 こ の こ と は12行 目 のsinselに も言 え 、 女 性 単 数4格 を 示 す 変 化 語 尾 が 欠

落 して い る 。 ま た 、selで は 長 音 のeが ま だ 二 重 書 き さ れ て お らず 、 語 尾 のeも 省 略
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されている。 この行ではwilが 文末に置かれ定形後置の語順が行われているため、こ

れによりこのwilは11行 目のvilと 押韻する。

Vndvorchtjmbresthiezitlichgut

Nitsorgend/wal3dal3ewigdut/

そ して こ の 世 で の 富 が 彼 に 欠 乏 す る こ と を恐 れ る

来 世 が ど う な る の か な ど心 配 す る こ と もな く

ErfiirchtetMangelinderZeit

UndsorgtnichtfurdieEwigkeit.

5)

13行 目で は 、文 末 のzitlichgut(=nhd.zeitlichesGut)「 俗 世 の 財 産 」 を主 語 と し て 、

こ れ が 欠 乏 す る(brest<mhd.bresten)対 象 に 阿 呆 者 を3格 で と る 表 現 が 行 わ れ 、

そ して こ の 文 全 体 がvδrcht「 恐 れ る 」 の 内 容 を表 して い る 。 行 末 のgutで は 単 母 音

6)

uの 表記がなされているが、他の版ではgutと 二重母音で表記されたものもある。ま

たvδrchtで は3人 称 単数 現在 に対応 す る人称 変化 語尾tが 語 幹 のtと 融 合 し、

Ekthlipsisが 起 こっている。brestに 対 してKnapeはmangeleと い う接続法1式 の注

釈 を加 えているため、原文のbrestに おいても接続法の語尾eが 欠落 していることが
の

考 えられる。

14行 目ではsorgenが 語尾 にdを 付 加 され て現在分 詞 と して使 用 され てお り、

sorgen「 心配する」の内容がwaB以 下に述べ られる。dassewig(=nhd.dasEwige)

「永遠 なるもの」には 「神」、あるい はEwigkeit「(神 の)永 遠 なる世界、死 後の生」

とい う意味合いも想定でき、従ってここは 「永遠なるものが何 を為すか、 どう振る舞

うか」→ 「あの世 で自分が どうなるか(な ど、心配することもな く)」 という意味 に

解せ られる。 これ ら2行 はgut、dutで 脚韻 を踏む。

Oarmerparrwiebistsoblindt15

Duvorchstdierud/vndfindstdengrindt

あ あ 、 哀 れ な 阿 呆 者 、 な ん とお 前 は 盲 目か

疹 癬 恐 れ て か さぶ た で き る

OarmerNarr,wiebistdublind:

DieRaudescheustdu‐findstdenGrind1

15行 目のwie以 下 で は 主 語 が 省 略 さ れ 、 定 動 詞bistに よ っ て の み 主 語 のduが 特 定

で き る表 現 が と ら れ て い る 。 ま たblindt「 盲 目の 」 に は 語 尾 にtが 付 さ れ 、 無 声 化 が

表 示 され て い る 。16行 目 のvδrchstはNhd.で はfurchtestと な る よ う に 、 語 幹 のtが

消 失 して い る 。 ま たrudはnhd.Raude,Raudeと な り、u→au,auへ と二 重 母 音 化 さ

れ る 。grindt「 か さ ぶ た 」 も前 述 のblindt同 様 、 無 声 化 を示 すtが 付 加 さ れ て い る 。

そ して こ の 行 に は 、 「疹 癬 を恐 れ 、 そ れ を掻 い て さ ら に ひ ど く な りか さぶ た が で き る 」
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とい う結果、つま り 「小難をのがれて大難にあう」 という意味合いが込め られている
8)

もの と読 め る 。 こ こで はblindt、grindtで 脚 韻 を 踏 ん で い る 。

Manchermitsundengutgewynt

Darvmberjnderhellenbrynt

多 くの 者 が 罪 を 犯 して 財 を 手 に 入 れ

そ の こ とゆ え に 、 地 獄 で 焼 か れ る

EinandrersundigemGutnachrennt,

WofiirerinderHollebrennt:

18行 目 で は 、 分 か ち 書 き さ れ たdar(vmb)が 関 係 代 名 詞 と し て 機 能 し 関 係 文 を

作 っ て い る た め 、 定 動 詞bryntが 後 置 さ れ た も の と思 わ れ る。17行 目 は 副 文 で は な

い が こ のbryntと 押 韻 す る た め にgewyntが 後 置 さ れ た と推 測 さ れ る。 こ の 定 動 詞

bryntはmhd.brinnen「 燃 え る」 に対 応 す る もの で 、Nhd.で はbrenntと な る が 、 幹

母 音 が ま だy(=i)の 状 態 を残 して い る 。 ま た 、 女 性3格 のderhellen(=nhd.der

H611e)に は弱 変 化 語 尾nが 付 され て い る が 、Frnhd.の 弱 変 化 女 性 名 詞 単 数 形 はNhd.

へ 移 行 す る 中 で 無 語 尾 で 用 い られ る よ う に な る。17、18行 目 はgewyntとbryntで 脚

韻 を 踏 む 。

Synerbenachtendasgarklein

Siehulffenjmnitmiteymstein20

そ れ を 彼 の 相 続 人 は ま っ た く気 に も か け な い

墓 石 を 建 て て彼(故 人)を 供 養 す る こ と も な く

DasachtenseineErbenklein,

SiehelfennichtmiteinemStein,

19行 目の所有代名詞synに は複数1格 の格変化語尾eが 脱落 してお り、 またNhd.

ではseinへ と二重母音化す る母音iが ここではyで 表記 されている。このテキス ト

ではsinとsynと で表記 に揺れが見 られる。

20行 目の定動詞hulffen「 助ける」 についてJunghans/Mahlに よる現代語訳では、

3人 称複 数直説法現在のhelfenで 訳 されてい る。Mhd.で はこの場合helfentと なる

が、原文ではhulffenと いう接続法過去(2式)の 形式 をとってお り、 ここでの用法

には直説法 と接続法の両方の可能性が考 えられる。またmiteymsteinで はeinemが

韻 律 の関係か らeymと 短縮 され、さ らに意 味的 にはsteinに つ いてBobertagが

etwasWertloses「 価値 のない もの」 とい う注釈 をつ けていることか ら、ここには阿

呆者の故人に対す る相続人の冷たい態度が見て取れる。 これ らの行 はklein、steinで
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脚韻を踏んでいる。

Sielol3tenjnnkummiteympfundtSiespendetenkaumeineinzigPfund,

Soerdieffligtinhellengrundt/UndlagertiefimHollengrund.

彼 らは 故 人 の た め に た っ た1ポ ン ド(の 重 さ の お 金)も 出 す こ とす ら な い

故 人 は 地 下 深 い 冥 土 で 寝 て い る とい うの に

21行 目のjnnは 前置詞ではな く、この場合 はNhd.の 人称代名詞ihnと して機能 し

てお り、 またkumはnhd.kaumへ と二重母音化する前 の長母音の状態で表記 されて

いる。不定冠詞eymに ついて も20行 目と同様、前置詞mitを 伴 ってmiteym(=nhd.

einem)pfundtと いう短縮形で現れている。 ここでは、あの世 に行 った阿呆者 を供養

するため に遺族が出すお金(Ablassgeld「 瞭宥献金」)と してpfundtと いう語が記述

されている。Junghans/Mahlに よると、pfundtは 重 さの単位で、この詩が書かれ

た当時は貨幣の鋳造の質が均一ではな く、重 さで計算 したとい う習慣が この記述か ら

わか る。lpfundtはStraBburgで は2Guldenと 少額だった ようで、 また、この語の

語尾には無声化のtが 付加されている。

22行 目のsoは 認容を表す従属接続詞 として副文 を導 くと考え られるが、ここでは

定動詞ligtが 後置 されていない。dieff「深 く」 については、mhd.tief,nhd.tiefの よ

うに語頭がtに 子音推移す るが ここではこの変化が起 こってお らず、西中部 ドイツで
9)

は[d]が[t]に 変 化 し な か っ た と も 言 わ れ て い る 。 ま たhellengrundt「 地 獄 の 地 の 底 」

で も 、 無 声 化 のtが 語 尾 に添 加 さ れ て い る 。 こ こ で はpfundt、grundtで 脚 韻 を踏 む 。

GibwildulebstdurchgottesereGib,dadulebst,zuGottesEhr,

Nochdymdotwirteinanderhere/NachdeinemTodwirdeinandrerHerr.

(神 に)与 え よ(供 え よ)、 神 の 名 誉 に よ りお 前 が 生 き て い る 限 り

お 前 の 死 後 に は 別 の 持 ち 主 が あ ら わ れ る

23行 目 のgibは 文 中 のduに 対 す る 命 令 の 形 で 現 れ て お り、 「神 に こ そ 与 え よ」 と

い う 意 味 で 用 い ら れ 、 そ れ に 続 くwilはmhd.wile、 あ る い はnhd.Weileに 対 応 し て

diewiledaz～(「 ～ の 問 に 、 ～ す る 限 り」)と い う従 属 接 続 詞 と し て 機 能 し て い る 。

Knapeは こ れ に 対 し て 。beiLebzeiten"「 存 命 中 に」 と い う 説 明 を 加 え、 さ ら に

durchgottesereに つ い て は 。umderEhreGotteswillen"「 神 の 名 誉 の た め に 」 と解

釈 して お り、 こ こ で はdurch～willenの よ う にdurchとumの 交 換 が 可 能 で あ る 。

24行 目のnochdymdotはNhd.で は そ れ ぞ れnachdeinemTodに 対 応 し、noch一
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nachの 母 音 変 化 、dym-deinemの 語 形 変 化 、 そ して22行 目 のdieffと 同 様 、dot-

Todの 語 頭 音[d]か ら[t]へ の 変 化 がNhd.と の 比 較 に お い て 認 め ら れ る 。 ま た

Zarnckeは 、 。NachdeinemTodewirddeinGuteinenandernHerrheiszen."「 お 前 の

死 後 に 、お 前 の 財 産 は 他 人 を 主 人(持 ち 主)と 呼 ぶ だ ろ う。」 とい う こ とわ ざ を引 用 し、

こ の 行 の 意 味 的 な 補 足 説 明 を 行 っ て い る。 こ れ ら の 行 で はereとhere(ニmhd.

herre)で 脚 韻 を踏 ん で い る 。

EI3hatkeynwysernyebegerdt

e

Dasermochtrichsynhievfferdt

賢 者 は 決 し て 望 ん だ こ と な ど な い

この 世 で 金 持 ち に な れ る こ と を

25 EinWeiserhatnochniebegehrt

NachReichtumhieraufdieserErd,

25行 目文 頭 のeB(=nhd.es)は 仮 の 文 法 的 主 語 で 、 後 続 のwyser(=nhd.weiser)

「賢 者 」 が 本 来 の 主 語 と な る が 、 こ こ で は こ の 主 語wyserがkeynで 打 ち消 され 、 さ

ら に 文 全 体 がnyeで 否 定 さ れ て い る た め 二 重 否 定 の 形 に な っ て い る 。 しか し こ の 場

合 は肯 定 の 意 味 で は な く、 これ ら2つ の 否 定 語 に よ り否 定 の 意 味 が さ らに 強 調 さ れ て

い る と考 え る の が 妥 当 で あ ろ う 。 ま た 、begerdt(<mhd.begern)の 語 尾dtで はd

が 本 来 不 要 で あ る は ず だ が 、26行 目のerdtと 押 韻 す る た め 添 え ら れ た も の と 考 え ら

れ る 。

26行 目 のdas(=nhd.dass)以 下 は25行 目begerdtの 目的 語 と な る 副 文 で あ る が 、

可 能 を表 す 助 動 詞mδcht(<mhd.mugen)が 従 属 節 の 中 で 正 置 さ れ 、 定 形 後 置 が 成

立 して い な い 。 ま た こ こで はrich(=nhd.reich)、syn(=nhd.sein)、vff(=nhd.auf)

と い う よ う に 、 そ れ ぞ れNhd.で 二 重 母 音 化 す る 前 の 語 形 が 保 た れ て い る 。 さ ら にy

とiの 表 記 に 関 し て は こ の 詩 の 中 でsynが2例 、sinが5例 見 つ か り、 ま たeynと

einの 併 存 も見 られ る な ど、 書 記 法 の 揺 れ が こ こ で も認 め ら れ る 。

V

SunderdaserlertkennensychWohlaber,dal3erselbstsichkenne

Werwysist/deristmedannrich/DenWeisenmehralsreichdunenne1

そ う で は な く て 、 己 を 知 る こ と を(望 ん だ の だ)

賢 明 な る 者 は 、 金 持 ち に 勝 る

27行 目 のsunderはNhd.で はsondernと な り、u→oへ と 舌 の 位 置 が 下 が る
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(Senkung)現 象 が 起 こ る 。 こ れ に続 くdas(=nhd.dass)は25行 目 のbegerdtに 続

く従 属 節 だ が 、 こ こ で も 定 動 詞lertが 正 置 さ れ 、 定 形 後 置 は 行 わ れ て い な い 。 ま た

こ こ で 用 い られ て い るlertkennenはNhd.のkennenlernen「 知 る よ う に な る 」 に 対

応 す る が 、nhd.lernen「 学 ぶ 」 に 対 して 原 文 で はlert(=nhd.lehrt「 教 え る 」)が 使

わ れ て お り、 両 者 が 混 同 さ れ た もの と思 わ れ る 。

28行 目で はNhd.と 同 じ不 定 関係 代 名 詞werが 用 い られ て い る が 、 こ れ に続 く副 文

内 で は 定 動 詞istが 後 置 さ れ て お り、 こ こ で は定 形 後 置 に よ る枠 組 み が 成 立 し て い る 。

ま たmedannで はdannが 「～ よ り も 」 の 意 味 で 用 い ら れ て お り、 こ れ は10行 目の

dan(=nhd.dann)と 同 様 で あ る が 、Nhd.のalsは ま だ 現 れ て い な い 。 「～ よ り も」

の 意 味 でalsと の 重 複 を避 け る た め 現 代 語 で も用 い られ る 語 はdennだ が 、Frnhd.で

は 本 来 同 義 で あ っ たdannと ま だ 意 味 的 に 分 岐 し て い な い 状 態 に あ る 。 こ こ で は

sychとrichで 押 韻 して い る 。

CrassusdasBoltzuletzstvl3trangk

Nochdemjnnhatgediirstetlangk/30

ク ラ ス ス は(溶 け た)金 を最 後 に 飲 み 干 し た

ず っ と渇 望 して き た 金 を

Zuletztgeschah's,dal3Crassustrank

DasGold,wonachihndiirstet'lang;

29行 目末 のvBtrangkはNhd.のaustrinken「 飲 み 干 す 」 の 過 去 形 に 対 応 す る 分 離

動 詞 で 、 こ こ で はvBとtrangkが 別 々 に独 立 し た 語 の 組 み 合 わ せ と し て で は な く一

語 の 概 念 と し て 用 い られ て お り、 こ の 点 で 現 代 語 に 近 づ い た 用 法 で あ る と思 わ れ る 。

こ の 行 はJunghans/Mahl、Bobertagに よ る と、 パ ル テ ィ ア の オ ロ デ ス(2世)が 、

カ ラ エ(Karrha)で 戦 い に 大 敗 し捕 ら え ら れ た ロ ー マ の 政 治 家 ク ラ ス ス の 口 に 、 溶

け た 金 を注 ぎ 込 ん だ と言 わ れ る歴 史上 の エ ピ ソ ー ドが 基 礎 と な っ て い る。

30行 目のnochがNhd.で はnachへ 母 音 変 化 す る の は24行 目のnochと 同 様 の 現 象

で あ る 。 こ の 行 で は 現 代 語 に も 見 ら れ る 。Esdurstetihnnach～(=Ihndurstet

nach～)"「 ～ を 渇 望 す る」 と い う表 現 が 用 い ら れ て お り、nochdemのdemは 関 係

代 名 詞 と も考 え ら れ る が 、 関 係 文 内 で の 定 形 後 置 は 行 わ れ て い な い 。 ま た 、langの

語 尾 に 無 声 化 のkは 不 要 だ が 、29行 目 のvBtrangkと 押 韻 す る た め 付 加 され た もの と

思 わ れ る 。

Cratessyngeltwarffjndasmer

Dasesnythyndertjnnzurler/

ク ラ テ ス は 自 分 の お 金 を 海 に 投 げ 捨 て た
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その金が勉学をする彼(ク ラテス)の 妨げとな らない ように

31行 目で は 、 ギ リ シ ャ ・テ ー バ イ の 哲 学 者 ク ラ テ ス を 主 語 と し て 、 そ れ に続 い て 現

れ る は ず の 定 動 詞warffが 第2位 に 正 置 さ れ て お ら ず 、Frnhd.の 韻 文 に お け る 定 形

の 位 置 は 不 安 定 で あ る。32行 目 のdasは こ こ で はnhd.damitに 対 応 し従 属 接 続 詞 と

し て 用 い ら れ て い る が 、 定 動 詞hyndertは 副 文 内 で 後 置 さ れ ず 枠 構 造 は 形 成 さ れ て

い な い 。 ま た 、 行 末 のlerはmhd.leren「 教 え る 」 の 名 詞 形mhd.lere「 教 え 」 に 対

応 す る もの と考 え ら れ る が 、 この 場 合 「学 ぶ 」 と い う意 味 のmhd.lernenを 名 詞 的 に

用 い 、 「学 ぶ 際 に」 と い う意 味 を 表 現 し て い る た め 、27行 目のlertと 同 様 に 、 「教 え

る(lehren)」 と 「学 ぶ(lernen)」 と で 混 同 が 起 き て い る よ う に 思 わ れ る 。 こ れ ら2

行 はmer、lerで 脚 韻 を踏 む 。

Wersamletdaszergenglichist

Dergrabtsinseljnkottvndmist

む な し き もの を た め 込 む 者 は

ぬ か る み と糞 尿 の 中 に 己 の 魂 を葬 る

Wersammelt,wasverganglichist,

BegrabtseineSeeleinKotandMist.

33行 目 のdasは こ こ で は 不 定 関 係 代 名 詞wasと し て 機 能 して お り、 こ れ に続 く 関

係 文 内 で は 定 形 後 置 が 行 わ れ て い る 。28行 目の 。Werwysist"で も 定 形 後 置 が 行 わ

れ て お り、 い ず れ の 場 合 に も定 動 詞 がistと い う共 通 点 が 見 られ る。 ま た 、 「む な し

い 、 は か な い 」 を 意 味 す るzergenglich(ニmhd.zergenclich)に つ い て 、Nhd.で は

前 綴 り にzer一 は と ら ずverganglichの 形 で 存 在 す る。Grimmに よ れ ば 、 こ の

zerganglichは 「ahd.とmhd.で は 類 義 語 のverganglichよ り も 頻 度 の 点 で 優 勢 な 、
10)

聖書的、宗教的領域の表現」 と説明 されている。

34行 目のgrabenに ついては3人 称単数現在のため、Mhd.で はgrebet、Nhd.で も

grabtと 幹母音がウムラウ トす るがこの箇所 ではウムラウ トが起 こってお らず、4行

目と同様にFrnhd.で の幹母音変化 における不安定 さ、あるいは地域差が見て取れる。

これに対 して現代語訳では 「埋葬す る、葬 る」 とい う意味 を表現す るために前綴 り

be一を付加 し、さらにウムラウ トしたbegrabtと い う形 を用 いてこの箇所 は訳 されて

いる。ここではist、mistで 脚韻を踏んでいる。
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おわりに

人間の強欲 さを題材 に したプラ ントの詩 を本稿 では読んで きたが、言語的側面で

は、格変化語尾の脱落、二重母音化す る以前の語形、不定関係代名詞 としてのder

とwerの 併存、平叙文お よび副文における定動詞の位置の不安定 さ、強変化動詞の

3人 称単数現在形において地域差 により幹母音 にウムラウ トが起 こらない現象、3人

称変化語尾tに 関す るEkthlipsis、 二重否定による否定の強調な ど、現代語 とは異 な

る初期新高地 ドイツ語の特徴が この詩で も認め られた。

最後 に、この詩のテーマである 「貧欲 さ」を象徴する金銭、財産を投げ捨てた クラ

テスに関連 して、クラテスをソクラテスに書 き換えたハンス ・ザ ックスによる次のよ

うな一節 を付記 してお く。なお これはZarnckeに よって引用 されたものである。

SocrateswarffseinGeltinsMeer

DaesjhnjrrtanWeiszheitLehr

ソクラテスは自分の財産 を海へ投げ捨てた

それが賢明なる教 えにおいて彼 を惑 わせ るか ら

注:

1)Paul,Hermann:DeutschesWorterbuch.10.Aufl.Tubingen2002.S.628.

2)工 藤 康 弘 、 藤 代 幸 一 「初 期 新 高 ドイ ッ 語 」 大 学 書 林1992年 、80頁

3)Paul/Wiehl/Grosse:MittelhochdeutscheGrammatik.23.Aufl.Tubingen1989.S.244.

4)古 賀 允 洋 「中 高 ドイ ツ語 辞 典 」 大 学 書 林S.628.

5)題 詩1行 目のzyttlichで はtが 重 ね 書 き さ れ て い る 。

6)DasNarrenschiff.Hrsg.vonManfredLemmer.3.,erw.Aufl.Tubingen1986.S.12.

7)こ のbrestに つ い て も 、3人 称 単 数 直 説 法 現 在 の 語 尾tに 関 し てEkthlipsisが 起 こ っ た 可

能 性 が 考 え ら れ る。

8)Grimmの ドイ ツ 語 辞 典 で はRAUDEの 項 に 。werdieraudefurchtet,kriegtdengrind."

「疹 癬 を恐 れ る 者 は か さ ぶ た を 患 う」 と い う こ と わ ざが 引 用 さ れ て い る 。

Grimm,J./Grimm,W.:DeutschesWorterbuch.33Bde.Leipzig1854-1971.(dtv5945)

Bd.14.Sp.255.

9)工 藤 康 弘 、 藤 代 幸 一 、 前 掲 書 、36頁

10)einimand.andmhd.demsynonymen　 verganglich"anhaufigkeitiiberlegenerausdruck

derbiblischenandreligiosensphare,(Grimm,J./Grimm,W.:a.a.O.,Bd.31.Sp.685.)

上 記 以 外 の 参 考 文 献:

Baufeld,Christa:KleinesfruhneuhochdeutschesWorterbuch.Tubingen1996.

Ebert/Reichmann/Solms/Wegera:FruhneuhochdeutscheGrammatik.Tubingen1993.

Gotze,Alfred:FriihneuhochdeutschesGlossar.7.Aufl.Berlin1967.

Koller,Erwin/Wegstein,Werner/Wolf,NorbertRichard(Hrsg.):NeuhochdeutscherIndex
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zummittelhochdeutschenWortschatz.Stuttgart1990.

Lexer,Matthias:MittelhochdeutschesTaschenworterbuch.38.Aufl.Stuttgart1992.

Reichmann,Oskar/Wegera,Klaus-Peter(Hrsg.):FruhneuhochdeutschesLesebuch.Tubingen

l988.
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